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この度は本製品をお買い上げいただきありがとうございます。
正しく安全にご使用いただくため、ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読みください。
取扱説明書、設置説明書の内容がいつでも確認できるよう、大切に保管してください。
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本製品を安全にご使用いただくには、正しい操作と定期的なメンテナンスが必要です。
この取扱説明書をよくお読みになり、十分理解されてからご使用ください。
また、この取扱説明書に示されている使用方法および安全に関する注意事項は、本製品を指定の使用目的に使用
する場合のみに関するものです。
この取扱説明書に示されていない使用方法は、絶対に行わないでください。

お買い上げの製品と詳細において予告なく仕様を変更する場合があります。

ドブレストーブの機能を十分発揮させ、効果的かつ安全にお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書を
よくお読みください。また、お読みになった後は、この取扱説明書を大切に保管してください。

お客様や他の人への危害や財産への損害を未然に防ぐために、安全上のご注意をよくお読みになり、正しくお使
いください。
この章に示した注意事項は、安全に関する重要な内容を記載していますので必ず守ってください。
記号と意味は下記のとおりです。内容をよく理解してからお読みください。

警告：警告事項を守らないと死亡や重傷に至る重大な事故を起こす恐れがあります。

注意：注意事項を守らないとケガを負う、または製品に損傷を与える恐れがあります。

□　ガソリン、灯油、プラスチック、ビニール、ゴム、竹、発泡スチロール、ベニヤ、化学塗料で塗装された木材
　　などは絶対に燃やさないでください。また、ストーブを焼却炉として使用しないでください。
　　本体や煙突の耐久性を弱める、あるいは有毒ガス発生の原因となる恐れがあります。

□　ストーブの上や周囲および煙突の周囲には、紙・衣類・洗濯物など可燃物を置かないでください。
　　火災の原因となる恐れがあります。

□　ストーブの周囲には、ガソリン、ベンジン、スプレー缶など引火の恐れのあるものを置かないでください。
　　火災の原因となる恐れがあります。

□　ストーブや煙突は、絶対に改造しないでください。正常な機能が損なわれる恐れがあります。

□　居室の給気口は常に確保し、家具などでふさがないでください。室内の空気が不足し酸欠状態になる、あるい
　　は煙や炎が室内に戻ってくる恐れがあります。

□　燃焼中にドアのガラスにヒビが入るなどして破損した場合は、使用を中止し、修理が完了するまで使用しない
　　でください。

□　灰は、必ず不燃性の容器に入れてフタをし、可燃物のない場所に保管し、完全に鎮火後、廃棄してください。
　　灰を処理するときに紙袋や樹脂製バケツなどは、絶対に使用しないでください。灰が入っている容器を可燃物
　　の上に置かないでください。灰は冷めているように見えても長時間火種が残っています。

□　煙道内火災は煙突だけでなく、建物本体にもダメージを与えて火災の原因となる恐れがあります。一年に一回
　　以上煙突を掃除してください。

□　ストーブから離れるときは、すべてのドアがロックされていることを確認してください。薪が崩れてドアが開
　　き、燃焼中の薪や火種がストーブの外に落ちて、火災の原因となる恐れがあります。

□　屋根に上って作業をする場合は、安全を確保しおこなってください。

はじめに

表示記号の説明

警告
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□　燃焼中および燃焼後しばらくの間は、ストーブや煙突は高温になっておりますので、絶対にさわらないでくだ
　　さい。火傷の原因となります。
□　ドアおよび給気口の開閉操作、着火、薪の投入など、ストーブを扱う場合は、必ず保護手袋を装着してくださ
　　い。燃焼中および燃焼後しばらくの間、ストーブは大変熱くなるため、直接触れると火傷の原因となります。
□　ストーブの輻射熱を長時間、直接皮膚にあてると火傷の原因となります。特に、乳幼児、お子様、お年寄り、
　　身体の不自由な方がストーブの近くにいる場合は、まわりの方が注意してください。
□　薪を入れ過ぎ、または燃焼空気を取り入れ過ぎることなどによる、ストーブおよび煙突の過熱に注意してくだ
　　さい。過熱は、ストーブ本体および煙突の破損や劣化を早めるばかりでなく、火災につながる恐れがあります。
□　常に乾燥した薪をご使用ください。乾燥が不十分な薪は燃えにくく、クレオソート（煤・タール）が多く発生
　　し、煙道内火災につながる恐れがあります。
□　シーズンのはじめに、ストーブおよび煙突を点検してください。煙の排気を妨げる、木の枝や鳥の巣などを取
　　り除いてください。延焼し火災につながる恐れがあります。
□　灰は、ストーブ本体が冷えている状態で処理してください。火傷の原因となります。
□　ガスケットは、ストーブ本体が冷えている状態で交換してください。火傷の原因となります。
□　ストーブ表面は、ストーブ本体が冷えている状態でお手入れしてください。火傷の原因となります。
□　ドアのガラスは、ストーブ本体が冷えている状態でお手入れしてください。火傷の原因となります。
□　ドアのガラスの縁に直接触れると、ケガの恐れがあります。メンテナンスの際は、軍手などをはめてください。
□　ガスケットを交換するときは、お部屋の床や家具が汚れないように養生してください。
□　吹きこぼしなどによって、調理中に天板が汚れた場合は、必ずストーブが冷めてから、表面を掃除してくださ
　　い。加熱中に表面を掃除すると、火傷の原因となります。
□　燃焼中はドアを開ける前に、燃焼用給気口が全開であることを確認してください。給気口を閉めているときに
　　ドアを開けると、急な大量給気によって、炎がドアから外に出る恐れがあります。
□　煙突掃除の際は、お部屋の中が煤だらけにならないように周囲の養生をしてください。

　初めてのご使用時は、薪を燃やすと薪ストーブ本体および室内煙突に塗られていた錆止め油や塗料が馴染むまで、
臭いや煙が出ることがあります。臭いや煙が出た場合は、窓を開けるなどして十分換気してください。また、メン
テナンスで塗料を塗り直した場合にも、同様に臭いや煙が出ることがあります。十分換気してください。

□　薪ストーブと気密性の高い建物
建物には排気のための換気扇や、室内へ空気を取り入れるための室内給気口が設置されていますが、給気口を閉じ
たり、給気が十分でないと室内が負圧になり、煙が煙突から屋外へ排気されずに室内へ戻る場合があります。
これは、煙突が室内給気口の働きをするためです。室内に煙が戻ってきた場合は、換気扇を止めたり、室内給気口
を開けたり、窓を少し開けたりしてください。室内の負圧状態が解消され、薪燃焼に因る煙突の自然の上昇気流に
よる排気の力が戻ります。
また、煙突や炉の中が十分暖まっていない時にドアを開けた場合にも、煙が戻ることがあります。

大きな地震などの天災により、損傷の恐れがある場合には、使用せず、煙突ジョイント部等の確認をして
ください。使用の再開については、弊社または特約店、販売店へご相談ください。

注意

ご使用になる前に
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○ドアの開閉
ドアの操作はドアハンドルを使用します。
ドアハンドルを手前に引くとロックが外れドアが開きます。
開いたドアは元の位置に戻し、ドアハンドルを押し込むと
ロックが掛かりドアが閉じます。
※ドアの開閉を繰り返していくと、ドアハンドルの塗装がう
　すくなっていくことがあります。ご使用には問題はありま
　せん。

ドアを勢いよく閉じると、衝撃でガラスにダメージを与えるこ
とがありますので、軽く押し込んで下さい。

　１． ドア
　２． ドアハンドル　
　３． ログガード
　４． 炉床
　５． 口金
　６． 給気調整レバー
　７． 脚

○薪の特徴と使用の注意
十分乾燥した薪を使用してください。薪以外の燃料は使用
しないで下さい。割ったばかりの薪は、湿気が多く不完全燃
焼によって煙が多く発生し、湿った排気は煙突内を汚します。
薪の湿気は燃焼により水蒸気となり炉の中で凝縮し、炉内の
隙間によって漏れることがあり、床に黒い汚れた水が落ちる
ことがあります。
薪の樹種を選ぶことも大切です。『ナラ、ブナ、クヌギ、サクラ、
リンゴ、ニセアカシア』などの広葉樹といわれている木は、薪
に適しています。身が詰まっていて重く樹液が少なく、火持ち
が良いためです。『マツ、スギ、ヒノキ』などの針葉樹は樹液が
多く、火持ちはあまりよくありませんが、火力が強いため、焚
きつけに適しています。
樹液の多い薪は、火力が強いため、そればかりを燃やすと炉
を傷めたり、煙突内が松脂のようなドロリとしたススで汚れ
たりすることがあります。そのため、主燃料には広葉樹の薪を
使用することをお勧めします。

以下の燃料を使用しないでください。環境を汚染するばかり
でなく極度にストーブ内部と煙突内部を汚し、煙突火災の原
因となります。
▷廃材の薪、塗装した木材、防腐木材、合板等
▷プラスチック、再生紙及び家庭廃棄物

○準備
ストーブを使用するために、下記のものを用意します
・よく乾燥した薪
・着火材
・焚き付け用の薪
・マッチまたはライター
・サーモメーター
・保護手袋
・フタ付きの不燃性の容器（灰入れバケツ）
・十能（ファイヤーセットのシャベル）

各部の名称

使用方法

ドアおよび給気口の開閉操作、着火、薪の投入など、
ストーブを扱う場合は、必ず保護手袋を装着してください。
燃焼中および燃焼後しばらくの間、ストーブは大変熱くなる
ため、直接触れると火傷の原因となります。

注意
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